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保
険
年
金

ひだまりサロン情報

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
修

学
の
た
め
転
出
す
る
場
合

　
大
学
な
ど
へ
の
修
学
の
た
め

町
外
へ
転
出
す
る
場
合
、
引
き

続
き
熊
野
町
で
保
険
証
を
交
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
証

・ 

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証

の
写
し

住
民
課
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老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か

ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
満
額

の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券
の

交
付
に
つ
い
て

国
民
年
金
の

任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な

い
場
合
に
は
、
60
歳
か
ら
65
歳

に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

に
任
意
加
入
し
て
満
額
の
年
金

に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の

納
付
済
期
間
や
保
険
料
の
免
除

期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
25
年

以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場

合
に
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
限

る
）。

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日

本
国
籍
の
人
も
国
民
年
金
に
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
島
南
年
金
事
務
所

253
‐

７
７
１
０
、
住
民
課
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重
度
障
害
者
（
児
）
の
社
会

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成

26
年
度
分
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
乗

車
券
（
620
円
・
24
枚
つ
づ
り
）

を
３
月
24
日
㈪
か
ら
交
付
し
ま

す
。

▽
対
象
者
‥
①
身
体
障
害
者
手

帳
（
１
級
・
２
級
）
②
療
育
手

帳
（
Ⓐ
・
Ａ
）
③
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）

▽
手
続
き
方
法
‥

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
と
印
鑑
を
福
祉
課
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
25
年
度
分
の
乗
車
券

（
緑
色
）
は
、
４
月
１
日
以

降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

福
祉
課
に
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

福
祉
課
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平成26年４月からの障害者に関する主な改正について
●障害福祉サービス
　障害支援区分への見直し

現　　　　　行

⇒

改　　正　　後
障害程度区分　１０６項目の認定調査項目 障害支援区分　８０項目の認定調査項目

　　　　　　　（認定調査項目の追加、統合、削除）
　　　　　　　認定調査項目以外の活用の追加

　ケアホームとグループホームの一元化
現　　　　　行

⇒
改　　正　　後

ケアホーム：区分２以上
グループホーム：区分１以下

グループホーム：障害支援区分では区分の設定はない。

　重度訪問介護の対象拡大
現　　　　　行

⇒
改　　正　　後

重度の肢体不自由者 現行に「知的障害者または精神障害により行動上著しい困難を有
する障害者であって常時介護を要するもの」も追加

●身体障害者手帳
　ペースメーカーなどを入れた人（心臓機能障害）

現　　　　　行
⇒

改　　正　　後
一律１級に認定 ペースメーカーなどへの依存度や日常生活活動の制限の程度に応

じて１級、３級、４級のいずれかに認定
　人工関節等を入れた人（肢体不自由）

現　　　　　行

⇒

改　　正　　後
【股関節・膝関節】一律４級に認定
【足関節】一律５級に認定

術後の経過の安定した地点での関節可動域などに応じ
【股関節・膝関節】４級、５級、７級、非該当のいずれかに認定
【足関節】５級、６級、７級、非該当のいずれかに認定

※ 平成26年３月末までに診断書･意見書が作成された人については、平成26年６月末までに申請すれば従前の基準
で認定します。
※既に身体障害者手帳を持っている人についての見直しはありません。 （福祉課）
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

住
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ

役
で
す
。
活
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
内
容

・
特
定
の
区
域
を
担
当
し
、
高

齢
者
や
障
害
が
あ
る
人
の
福
祉

に
関
す
る
こ
と
、
子
育
て
な
ど

の
不
安
に
関
す
る
様
々
な
相

子育て支援センター
　　　エンゼル通信

●おひさまルーム（左記以外の日程の９：30～11：30）
●ほっとるーむ（月～金曜日13：00～15：30）
●「うたとおはなしの広場」（第１・３金曜日14：30～15：00）
●「パパとおひさま」（毎月第2土曜日９：30～11：30）
　お父さんととっておきの楽しい時間を過ごしましょ
う。町内在住や里帰り中の親子さん遊びに来てください。
もちろんご家族でもOK。室内でも公園でも遊べます。

●ファミリー・サポート・センター　健康講座
内容： 「若返りのためのとっておき健康運動 ～健康で充

実した毎日のために～」とファミサポ活動について
日時：３月14日（金）10：00～12：00　
会場：西部地域健康センター　参加費無料　要申込
講師：角原則光氏（健康運動指導士）　定員：20組
対象：50歳以上の方・ファミサポ活動に興味のある方
子育て支援センター・ファミリーサポートセンター
（西部地域健康センター内）　 820-5502　 820-5503
開設日時（※年末年始、祝日除）：月～金曜日９：30 ～ 17：00
〈子育て相談（要予約）月～金曜日　13：00 ～ 17：00〉

親子で楽しく遊び、子育て仲間と交流し、学び合い
ながらゆとりある子育てができるよう応援していま
す。親子はもちろんのこと、孫育て中のおじいちゃ
ん、おばあちゃんもぜひご利用ください。

●子育て支援センターの主な予定（いずれも 11：30 に終了）

●パステルルーム　地域での活動拠点としてご利用いただけます。

※新規講座　４月より東部地域健康センターで親子ふれあい体
操を行います。親子で体を動かし、ふれあいを楽しみましょう。
日時：毎月第２火曜日　10：00～11：30
場所：東部地域健康センター
内容：親子ふれあい体操　定員：10組　要申込　参加費無料
講師：永谷由梨氏（NPO法人熊野健康スポーツ振興会）
対象：乳幼児とその保護者

実施日 開始時間 行事（講師・敬称略）
17日（月） ９：30 とことこエンゼル（１歳６ヵ月～２歳５ヵ月）
18日（火） 10：30 子育て懇談会（金澤綾子）
28日（金） ９：30 わくわくキッズ（２歳６ヵ月以上）
4月1日（火） ９：30 ふわふわベビー（11ヵ月までの乳児、妊婦）
4月2日（水） 10：30 子育てなるほど講座 ｢こどものくせ｣

実施日 開始時間 場　　所
11日（火） ９：30 東部地域健康センター
20日（木） 中 央 ふ れ あ い 館
4月8日（火） 10：30 東部地域健康センター（要申込）

ご
存
じ
で
す
か

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

談
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

活
動
事
例

・
担
当
区
域
の
世
帯
状
況
の
把

握
（
家
庭
訪
問
や
地
域
で
の
情

報
収
集
な
ど
）

・
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
提
供

・
支
援
が
必
要
な
人
の
様
々
な

相
談
に
応
じ
た
関
係
機
関
と
の

つ
な
ぎ
役

・
児
童
の
登
下
校
時
の
声
か
け

な
ど

▽
主
任
児
童
委
員

活
動
内
容

・
区
域
担
当
の
民
生
委
員
や
学

校
な
ど
と
連
携
し
、
子
ど
も
や

子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
な
ど
子

ど
も
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的

に
担
当
し
て
い
き
ま
す
。

活
動
事
例

・
妊
娠
中
の
心
配
ご
と
や
子
育

て
の
不
安
に
関
す
る
相
談
対
応

・
子
ど
も
の
虐
待
や
非
行
、
い

じ
め
、
不
登
校
な
ど
の
相
談
対

応
民
生
課
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《高齢者虐待早期発見・予防について》
　高齢者虐待を防ぐには地域の皆さんの
一声が重要です。身近な人や地域の人の
ちょっとした気遣いが、虐待防止や早期
発見につながります。次のような高齢者
の出すサイン（言葉や表情など）に気付
いたら、ひとりで悩まずにおとしより相
談センターへご相談ください。
・ アザや傷があるのに理由を聞いてもはっ
きりしない
・ 家の中から大きな怒鳴り声や泣き声が聞
こえてくる
・高齢者が家へ帰りたくないと言う
・ 介護サービスが必要そうなのに利用して
いる様子がない
・家族が介護で疲れている
・ 介護や病気のことを相談する人がいない
ようだ
・ 高齢者を訪ねても家族に嫌がられたり会
わせてもらえない
・新聞や郵便物が放置されている
　おとしより相談センターでは高齢者が
安心して暮らせるよう、生活の支援をし
ます。
熊野町おとしより相談センター
820－５６１５ （福祉課）

熊野町おとしより相談センターに
おまかせください（29）


